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●大難が小難でよかった  

農業は自主的な作業の連続であるから、自主的な注意の下で作業をすべきだ。だから負傷について

も自己責任で償うべきとなる。このような考えから、3年前までは、ボランテア保険にも加入して

きませんでした。しかし動力機械をだれでも使用するようになり、また一般参加者などが参加して

くると保険も加入していないのかが話題になり、社協のボランテイア保険に加入するようになりま

した。 

今回の事故は物損だけだったので大難が小難で処理できたわけですが、もし万一、人身事故で後遺

症が残ったり、生命に危険が及んだりするような大事故であったらと想像すると、里山の会の理事

諸氏にとっては管理者として想像を超える責任が発生することになりかねないものです。まさに大

難が小難で事が済んで胸をなでおろしたところです。 

近頃里山の会の活動に参加してこられる人々は、自然と接しられるところに大きな魅力を感じ、特

に子育てには素晴らしい条件が揃っているから魅力があるとお聞きします。里山農園はその通りで、

自然を満喫させてくれますし、魅力いっぱいです。しかし里山農園は都会にある管理された施設の

公園のように整備されていません。もちろん遊ぶための施設でもありません。ですからイノシシも

ノウサギもその他の動物も出没します、足元の草むらには危険なマムシもムカデも潜んでいます。

地面もどこにくぼみがあるかもわかりません。まさに自然一杯のところなのです。こうしたところ

だけは認識して、各自が自主的に安全確保に努力をお願いしてきています。 

しかし今回の出来事は、自然が主な原因で発生した事故ではなく、完全に人為的な原因によって起

きた事故であります。それぞれが十分注意し、お互いに再発防止に努めれば、同様な事故は再発を

防げるものです。どこかに心のゆるみがあって、事故

につながるのです。9 月の最終の事務局会では、刈り払

い機を使っていた森島さんは、あの時こうすればよか

ったなと、気の毒なくらいに自身の注意不足を振り返

っておられました。 

問題は振り返っての不注意を直せばそれで一件落着な

のでしょうか。いろいろ原因が考えられると思います。

大いに考えあいましょう。里山農園で安心して自然に

触れ合うことが保障される素晴らしい場所であり続け

るために。再発防止のために、皆さんの知恵と行動を

お願いいたします。 

 

●「竹蛇籠の作り方」について DVD が製作される 

毎週土曜日と日曜日に製作講習会を開催し、初めての参加者には、コツを覚えれば簡単なのですが、

初心者には少し複雑で難しいと思われます。作り方についてわかりやすくした説明する動画が用意

出来ましたので、ご参加いただいた皆様には、配布させていただいています。ご覧になって要領を

理解されてから、実際に製作していただくとご理解が早いかと思います。頭で理解しても実際にや

ってみての体験があって、技術が身につくものではないでしょうか｡ 

 

●蛇籠製作 9月 12 日・18 日・19 日・25 日・26日の 5 日間で 25 本 

目標 72本を出来高としていますが 34％が作られました。いよいよ 10 月になって、2日･3日，9
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日･10日,16 日･17日,24日･25 日,30日の 9日間となってきました。残された日数で計算すれば一

日で 5本ずつ作り上げなければならないことになりますのでかなり厳しいと思われます。多くの皆

さんのご参加を切にお願いいたします。雨天も製作可能ですのでどんどんお越しくださるように、

お願い申し上げます。 

 

●コロナ禍の緊急事態宣言が解除されるという情報が流れていますが、10 月末に予定されていた

京田辺市市民まつりが、中止・延期された関係で同日計画されていた環境フエスタもその関係で中

止と決定されました。里山の会は 25周年記念にあたりますので中聖牛や竹蛇籠、25 周年記念にふ

さわしい取組を発表しようと検討してきましたが、大変残念な事態となってしまいました。展示発

表は 2月の地域説明会（今年は山城の町村を予定）や京田辺中央図書館で開催の里山展で、皆さん

にご披露できればと考えております。ご期待くださいね。 

 

●里山の会が案内できる説明ルート 8つ 

⓵古事記ルート⓶景色ルート⓷巨椋池干拓ルート⓸里山の会ルート⓹伊賀ルート⓺南山城村から

笠置へのハイキングルート⓼八幡ルートなどを検討出るのではないかと考えています。交通手段は

自家用車を利用しないといけないと思われます。そのほか尾根筋ハイキングコース（７㎞）、白土

山探検コース（２時間）の案内も用意できています。ご相談ください 

 

●中聖牛の設置は 2022 年 2月頃を予定しています。 

また木津川希少種生育調査管理業務のうち除草作業は11月から12月初めに実施予定をしています。

今年はそれまでに集草機の購入を進めて作業量の軽減を検討中です。皆さんんのご協力をお願いい

たします。 
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